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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、
（ａ）式（Ｉ）
　　　Ｒ４－Ｒ８－（－Ｎ＝Ｃ＝Ｎ－Ｒ８－）ｍ－Ｒ４　　　（Ｉ）
［式中、
ｍは、２～５００の整数を表し、
Ｒ８は、合計して７～３０個の炭素原子およびアリーレンを含む、Ｃ１～Ｃ１２－アルキ
ル置換されたアリーレン、Ｃ７～Ｃ１８－アルキルアリール置換されたアリーレン、およ
び、場合によってはＣ１～Ｃ１２－アルキル置換された、アルキレンで橋かけされたアリ
ーレンであり、そして
Ｒ４は、－ＮＣＯ、－ＮＣＮＲ５、－ＮＨＣＯＮＨＲ５、－ＮＨＣＯＮＲ５Ｒ６、または
－ＮＨＣＯＯＲ７である（ここでＲ５およびＲ６は、同一であるかまたは異なっていて、
Ｃ１～Ｃ１２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ１８－アラルキル、
またはアリール基を表し、そして、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シ
クロアルキル、Ｃ６～Ｃ１８－アリール、またはＣ７～Ｃ１８－アラルキル基、および２
～２２個の炭素原子を有する不飽和アルキル基、またはアルコキシポリオキシアルキレン
基を表す）］
の、少なくとも１種のポリマー性芳香族カルボジイミド、
（ｂ）エステルであって、安息香酸のＣ９～Ｃ１０－アルキルエステル、脂肪族ジカルボ
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ン酸のジ－（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、脂肪族ジカルボン酸、または当該ジカ
ルボン酸と、Ｃ２～Ｃ８－脂肪族ジオールまたはポリオールとの混合物のポリエステル（
その末端基は、エステル化されていないか、または単官能化合物を用いてエステル化され
ている）、クエン酸のトリ（Ｃ２～Ｃ６）－アルキルエステル、クエン酸のアセチル化ト
リ（Ｃ２～Ｃ６）－アルキルエステル、グリセロールエステル、モノ－、ジ－、トリ－も
しくはポリ（Ｃ２～Ｃ３）－アルキレングリコールの安息香酸ジエステル、シクロヘキサ
ンジカルボン酸のトリメチロールプロパンエステル、ペンタエリスリトールエステル、ジ
（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、テレフタル酸のジ（Ｃ４～Ｃ１２）－アルキルエ
ステル、フタル酸のジ（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、トリメリット酸のトリ（Ｃ

８～Ｃ１２）－アルキルエステル、またはＣ１０～Ｃ２１－アルカンスルホン酸の（Ｃ６

～Ｃ１０）－アリールエステル、の群から選択される少なくとも１種のエステル、および
（ｃ）ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラール
を含み、
　成分（ｂ）と（ａ）とを、重量部で（２００：１）以上（２０：１）未満で含む、組成
物。
【請求項２】
　前記ポリマー性芳香族カルボジイミドが、式（ＩＩ）
【化１】

［式中、Ｒ４は、－ＮＨＣＯＮＨＲ５、－ＮＨＣＯＮＲ５Ｒ６、または－ＮＨＣＯＯＲ７

を含む基から選択され（ここで、Ｒ５およびＲ６は、同一であるかまたは異なっていて、
Ｃ１～Ｃ１２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ１８－アラルキル基
、またはアリール基を表し、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロア
ルキル、Ｃ６～Ｃ１８－アリール、またはＣ７～Ｃ１８－アラルキル基、および２～２２
個の炭素原子を有する不飽和アルキル基、またはアルコキシポリオキシアルキレン基を表
す）、
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立して、メチルまたはエチルを表すが、ここでそ
れぞれのベンゼン環は、ただ１個のメチル基を担持し、そしてｎ＝１～１０である］
の化合物であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリマー性芳香族カルボジイミドが、式（ＩＩＩ）
【化２】

［式中、
Ｒ４は、－ＮＨＣＯＮＨＲ５、－ＮＨＣＯＮＲ５Ｒ６、または－ＮＨＣＯＯＲ７を含む基
から選択され（ここで、Ｒ５およびＲ６は、同一であるかまたは異なっていて、Ｃ１～Ｃ

１２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ１８－アラルキル基、または
Ｃ６～Ｃ１８－アリール基を表し、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シ
クロアルキル、Ｃ６～Ｃ１８－アリール、またはＣ７～Ｃ１８－アラルキル基、および２
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～２２個の炭素原子を有する不飽和アルキル基、またはアルコキシポリオキシアルキレン
基を表す）、そしてｎ＝１～２０である］
の化合物であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記エステルｂ）が、１，２－プロパンジオールおよび／または１，３－および／もし
くは１，４－ブタンジオールおよび／またはジエチレングリコールおよび／またはジプロ
ピレングリコールおよび／またはポリプロピレングリコールおよび／またはグリセロール
および／またはペンタエリスリトールおよび／または２，２－ジメチル－１，３－プロパ
ンジオールと、アジピン酸および／またはセバシン酸および／またはコハク酸および／ま
たはフタル酸とのポリエステル、場合によってはさらに、酢酸、および／またはＣ１０～
Ｃ１８－脂肪酸、および／または２－エチルヘキサノール、および／またはイソノナノー
ルおよび／またはｎ－オクタノールおよび／またはｎ－デカノールで末端封止されたもの
、ならびにさらには、アジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）、アジピン酸ジイソノニル、
フタル酸ジプロピルヘプチル、フタル酸ジイソノニル、１，２－シクロヘキサンジカルボ
ン酸ジイソノニル、１，２－シクロヘキサンジカルボン酸ジ（２－エチルヘキシル）、テ
トラ吉草酸ペンタエリスリトール、テレフタル酸ジ（２－エチルヘキシル）、三メリット
酸トリ（２－エチルヘキシル）、または（Ｃ１０～Ｃ２１）－アルカンスルホン酸フェニ
ルであることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　（ｂ）対（ａ）の比率が、重量部で（２００：１）から（３０：１）までであることを
特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラールｃ）、ポリマー性芳香族カ
ルボジイミドａ）、少なくとも１種または複数のエステルｂ）を含むことを特徴とする、
請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　ＰＶＣ安定剤、潤滑剤、充填剤、顔料、難燃剤、光安定剤、発泡剤、ポリマー性加工助
剤、および／または耐衝撃性改良剤を含む群より選択される、１種または複数の添加剤ｄ
）が使用されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の前記組成物を製造するためのプロセスであって、
成分ａ）およびｂ）を共に混合し、次いで成分ｃ）および場合によっては１種または複数
の添加剤ｄ）を混ぜ込むことを特徴とする、プロセス。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物の使用であって、パイプライン、ケーブル
、ワイヤ外装を製造するため、室内構造物における、車両および家具構造物における、床
材、医療用物品、食品包装、ガスケット、フィルム、複合フィルム、複合安全ガラスのた
めのフィルム、合成皮革、玩具、包装容器、接着剤用フィルムストリップ、衣類、コーテ
ィング、ならびにさらには布のための繊維における、使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カルボジイミド、エステル、およびＰＶＣを含む組成物、それらの製造およ
び使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化学技術文献においては、「可塑剤」という用語は、それらを単に混合することにより
、硬く脆い物質を、柔らかいか、伸縮性があるか、強靱であるか、または弾性を有する調
製物に変換させることが可能な物質を指している。この用語は、極めて多くの各種分野で
使用されている。たとえば、コンクリート加工（たとえば（特許文献１）参照）や、ロケ
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ット燃料の製造（たとえば（特許文献２）参照）などでも慣用されている。より狭い概念
においては、「可塑剤」という用語は、上において述べた感覚において熱可塑性ポリマー
の機械的性質を改良することが可能な、ポリマー加工において使用される添加剤を指して
いる。可塑剤を用いて加工されるポリマーの例としては、以下のものが挙げられる：ポリ
塩化ビニル、塩化ビニルベースのコポリマー、ポリ塩化ビニリデン、ポリ酢酸ビニル、ポ
リビニルブチラール、ポリアクリレート、ポリアミド、ポリラクチド、ポリウレタン、セ
ルロースおよびそれらの誘導体、ならびにゴムポリマー、たとえば、アクリロニトリル－
ブタジエンゴム、クロロプレンゴム、スチレン－ブタジエンゴム、塩素化ポリエチレン、
エチレン－プロピレンゴム、アクリレートゴム、天然ゴム、および／またはエピクロロヒ
ドリンゴム。好ましいのは、ポリ塩化ビニルである。
【０００３】
　各種多様なエステル、たとえば、安息香酸のアルキルエステル、脂肪族ジカルボン酸の
ジアルキルエステル、たとえばアジピン酸のジエステル、脂肪族ジカルボン酸と脂肪族の
ジオール、トリオールおよびテトロールとのポリエステルであって、その末端基が、エス
テル化されていないか、または単官能の反応剤、好ましくはモノアルコールまたはモノカ
ルボン酸を用いてエステル化されており、その数平均モル質量が１０００～２００００ｇ
／ｍｏｌであるもの、クエン酸のトリアルキルエステル、クエン酸のアセチル化トリアル
キルエステル、グリセロールエステル、安息香酸の、モノ－、ジ－、トリ－もしくはポリ
－アルキレングリコールのジエステル、トリメチロールプロパンエステル、ペンタエリス
リトールエステル、シクロヘキサンジカルボン酸のジアルキルエステル、テレフタル酸の
ジアルキルエステル、フタル酸のジアルキルエステル、トリメリット酸のトリアルキルエ
ステル、ポリオールのカルボン酸エステル、リン酸のトリアリールエステル、リン酸のジ
アリールアルキルエステル、リン酸のトリアルキルエステル、またはアルカンスルホン酸
のアリールエステルなどが、各種多様な熱可塑性ポリマー、いわゆるサーモプラスチック
スのための可塑剤として、当業者には公知である。
【０００４】
　しかしながら、それらを単独で使用すると、そのプラスチックにおいて、安定性の問題
が起きる可能性がある。この場合においては、可塑剤として使用したエステルの、周囲湿
分による加水分解が一因となっている。
【０００５】
　広く各種のカルボジイミドが、多くの用途、たとえば、サーモプラスチックス、エステ
ルベースのポリオール、ポリウレタン、トリグリセリド、および潤滑油などのための加水
分解抑制剤として有用であることが判明している。しかしながら、それらは、健康に有害
となる可能性のあるガスを放出するという欠点を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第９８　５８　８８７Ａ１号パンフレット
【特許文献２】米国特許第３，６１７，４００号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、加水分解に対する抵抗性を有し、揮発性が低くそのため
に放出が回避でき、そしてプラスチックス、特にＰＶＣのための可塑剤として適し、かつ
それらの他の特性を犠牲にしない、新規な組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　驚くべきことには、以下の群：
安息香酸のエステル、好ましくは安息香酸のアルキルエステル、Ｃ８～Ｃ１２－モノアル
コールの安息香酸モノエステル、およびモノ－、ジ－、トリ－もしくはポリ－アルキレン
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グリコールの安息香酸ジエステル、
脂肪族ジカルボン酸のジアルキルエステル、
脂肪族トリカルボン酸、好ましくはクエン酸のトリアルキルエステル、さらにはクエン酸
のアセチル化トリアルキルエステル、
芳香族ジカルボン酸もしくはトリカルボン酸、好ましくはテレフタル酸、フタル酸、また
はトリメリット酸の、ジアルキルエステルまたはトリアルキルエステル、
シクロヘキサンジカルボン酸のジアルキルエステル、
脂肪族ジカルボン酸と、脂肪族のジオール、トリオール、およびテトロールまたはポリオ
ールとのポリエステルまたはカルボン酸エステルであって、その末端基が、エステル化さ
れていないか、または単官能化合物、好ましくはモノアルコールまたはモノカルボン酸を
用いてエステル化されており、その数平均モル質量が好ましくは１０００～２００００ｇ
／ｍｏｌであるもの、
グリセロールエステル、
トリメチロールプロパンエステル、
ペンタエリスリトールエステル、
リン酸のジアリールアルキルエステル、トリアリールエステル、および／またはトリアル
キルエステル、
アルカンスルホン酸のアリールエステル
から選択される特定のエステルをある種のカーボジイミドと組み合わせて使用すると、上
述の目的が達成されることが今や見出された。
【０００９】
　したがって、本発明は、以下のもの：
（ａ）式（Ｉ）
　　　Ｒ４－Ｒ８－（－Ｎ＝Ｃ＝Ｎ－Ｒ８－）ｍ－Ｒ４　　　（Ｉ）
［式中、
ｍは、２～５００、好ましくは３～２０、極めて特に好ましくは４～１０の整数を表し、
Ｒ８は、合計して７～３０個の炭素原子およびアリーレンを含む、Ｃ１～Ｃ１２－アルキ
ル置換されたアリーレン、Ｃ７～Ｃ１８－アルキルアリール置換されたアリーレン、およ
び、場合によってはＣ１～Ｃ１２－アルキル置換された、アルキレンで橋かけされたアリ
ーレンであり、そして
Ｒ４は、－ＮＣＯ、－ＮＣＮＲ５、－ＮＨＣＯＮＨＲ５、－ＮＨＣＯＮＲ５Ｒ６、または
－ＮＨＣＯＯＲ７である（ここでＲ５およびＲ６は、同一であるかまたは異なっていて、
Ｃ１～Ｃ１２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ１８－アラルキル、
またはアリール基を表し、そして、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シ
クロアルキル、Ｃ６～Ｃ１８－アリール、またはＣ７～Ｃ１８－アラルキル基、および２
～２２個の炭素原子を有する不飽和アルキル基、またはアルコキシポリオキシアルキレン
基を表す）］の、少なくとも１種のポリマー性芳香族カルボジイミド、および
（ｂ）以下のものを含む群から選択される、少なくとも１種または複数のエステル：安息
香酸のＣ９～Ｃ１０－アルキルエステル、脂肪族ジカルボン酸、好ましくはコハク酸、ア
ジピン酸および／またはセバシン酸のジ－（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、分岐状
もしくは非分岐状のＣ２～Ｃ８－脂肪族ジカルボン酸、好ましくはコハク酸、アジピン酸
および／またはセバシン酸、またはこれらのジカルボン酸の混合物と、分岐状もしくは非
分岐状のＣ２～Ｃ８－脂肪族ジオールもしくはポリオール、またはそれらの混合物とのポ
リエステルであって、その末端基が、エステル化されていないか、または単官能化合物、
好ましくはＣ４～Ｃ１０－モノアルコールまたはＣ２～Ｃ１８－モノカルボン酸を用いて
エステル化されており、そしてその数平均モル質量が、好ましくは１０００～２００００
ｇ／ｍｏｌであるもの、クエン酸のトリ（Ｃ２～Ｃ６）－アルキルエステル、クエン酸の
アセチル化トリ（Ｃ２～Ｃ６）－アルキルエステル、グリセロールエステル、モノ－、ジ
－、トリ－もしくはポリ－（Ｃ２～Ｃ３）－アルキレングリコールの安息香酸ジエステル
、トリメチロールプロパンエステル、ペンタエリスリトールエステル、シクロヘキサンジ
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カルボン酸のジ（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、テレフタル酸のジ（Ｃ８～Ｃ１２

）－アルキルエステル、フタル酸のジ（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、トリメリッ
ト酸のトリ（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、ポリオールのカルボン酸エステル、た
とえば、ペンタエリスリトールのテトラ（Ｃ４～Ｃ８）－カルボン酸エステル、リン酸の
トリ（Ｃ６～Ｃ１０）－アリールエステル、リン酸のジ（Ｃ６～Ｃ１０）－アリール（Ｃ

８～Ｃ１２）－アルキルエステル、リン酸のトリ（Ｃ８～Ｃ１２）－アルキルエステル、
またはＣ１０～Ｃ２１－アルカンスルホン酸の（Ｃ６～Ｃ１０）－アリールエステル、お
よび
（ｃ）ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラール、特にはポリ塩化ビニル
を含む組成物に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の文脈においては、成分（ｃ）としては、さらなるプラスチックスも可能であり
、それらは、エチレン、プロピレン、ブタジエン、ポリ塩化ビニル、スチレン、またはア
クリロニトリルをベースとする、一連のホモポリマーおよびコポリマーから選択される。
特に好ましいのは、塩素化ポリエチレン、ニトリルゴム、アクリロニトリル－ブタジエン
－スチレンコポリマー、エチレン－プロピレンコポリマー、エチレン－プロピレン－ジエ
ンコポリマー、スチレン－アクリロニトリルコポリマー、アクリロニトリル－ブタジエン
ゴム、スチレン－ブタジエンエラストマーである。
【００１１】
　本発明の文脈においては、「アルキレン基で橋かけされたアリーレン」という用語は、
好ましくは、カルボジミドのそれぞれの－Ｎ＝Ｃ＝Ｎ－基が、次式
　　　－Ｎ＝Ｃ＝Ｎ－ＡＲ－（Ａｌｋ）－ＡＲ－Ｎ＝Ｃ＝Ｎ－
のように、－アリーレン（ＡＲ）－アルキレン（Ａｌｋ）－アリーレン（ＡＲ）－を介し
て相互に結合されていると理解されたい。
【００１２】
　本発明の好ましい実施形態においては、本発明における組成物には、成分ｃ）として、
ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラール、特に好ましくはポリ塩化ビニルが含まれる
。
【００１３】
　好ましいポリマー性芳香族カルボジイミド（ａ）は、次式：
【化１】

［式中、Ｒ４は、同一であるかまたは異なっていてよく、－ＮＨＣＯＮＨＲ５、－ＮＨＣ
ＯＮＲ５Ｒ６、または－ＮＨＣＯＯＲ７を含む基から選択され（ここで、Ｒ５およびＲ６

は、同一であるかまたは異なっていて、Ｃ１～Ｃ１２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロ
アルキル、Ｃ７～Ｃ１８－アラルキル基、またはアリール基を表し、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２

２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１８－アリール、またはＣ７～
Ｃ１８－アラルキル基、および２～２２個の炭素原子、好ましくは１２～２０個、特に好
ましくは１６～１８個の炭素原子を有する不飽和アルキル基、またはアルコキシポリオキ
シアルキレン基を表す）、
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立して、メチルまたはエチルを表すが、ここでそ
れぞれのベンゼン環は、ただ１個のメチル基を担持し、そしてｎ＝１～１０である。］
のような、末端に尿素基および／またはウレタン基を有するカルボジイミドである。
【００１４】
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　好ましいのは、式（ＩＩ）のカルボジイミドであって、Ｒ４＝－ＮＨＣＯＯＲ７（ここ
で、Ｒ７は、アルコキシポリオキシアルキレン基である）であり、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３

が、それぞれ独立してメチルまたはエチルであり、それぞれのベンゼン環がただ１個のメ
チル基を含み、そしてｎ＝１～１０、好ましくはｎ＝１～４、特に好ましくはｎ＝１～３
であるものである。
【００１５】
　好ましいアルコキシポリオキシアルキレン基は、２００～６００ｇ／ｍｏｌ、特に好ま
しくは３５０～５５０ｇ／ｍｏｌのモル質量を有するポリエチレングリコールモノメチル
エーテルである。
【００１６】
　本発明において採用される式（ＩＩ）のカルボジイミドのカルボジイミド含量（シュウ
酸を用いる滴定によって測定したＮＣＮ含量）は、好ましくは２～１０重量％、好ましく
は４～８重量％、特に好ましくは５～７重量％である。
【００１７】
　さらに、本発明において採用される式（ＩＩ）のカルボジイミドは、ＧＰＣ粘度法で測
定して、１０００～５０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは１５００～４０００ｇ／ｍｏｌ、特
に好ましくは２０００～３０００ｇ／ｍｏｌの平均モル質量（Ｍｗ）を有しているのが好
ましい。
【００１８】
　さらに、１．２～２．２、特に好ましくは１．４～１．８の多分散性（Ｄ＝Ｍｗ／Ｍｎ
）を有している式（ＩＩ）のカルボジイミドが好ましい。
【００１９】
　本発明のさらに好ましい実施形態においては、好ましいのは、式（ＩＩＩ）：
【化２】

［式中、
Ｒ４は、－ＮＨＣＯＮＨＲ５、－ＮＨＣＯＮＲ５Ｒ６、または－ＮＨＣＯＯＲ７を含む基
から選択され（ここで、Ｒ５およびＲ６は、同一であるかまたは異なっていて、Ｃ１～Ｃ

１２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ１８－アラルキル基、または
Ｃ６～Ｃ１８－アリール基を表し、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２２－アルキル、Ｃ６～Ｃ１２－シ
クロアルキル、Ｃ６～Ｃ１８－アリール、またはＣ７～Ｃ１８－アラルキル基、および２
～２２個の炭素原子、好ましくは１２～２０個、特に好ましくは１６～１８個の炭素原子
を有する不飽和アルキル基、またはアルコキシポリオキシアルキレン基を表す）、そして
ｎ＝１～２０、好ましくはｎ＝１～１５である。］
のような、末端に尿素基および／またはウレタン基を有するカルボジイミドである。
【００２０】
　本発明における、特に式（ＩＩＩ）のカルボジイミドのカルボジイミド含量（ＮＣＮ含
量、シュウ酸を用いた滴定により測定）は、好ましくは２～１０重量％である。
【００２１】
　好ましいアルコキシポリオキシアルキレン基は、２００～６００ｇ／ｍｏｌ、特に好ま
しくは３５０～５５０ｇ／ｍｏｌのモル質量を有するポリエチレングリコールモノメチル
エーテルである。
【００２２】
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　好ましいのは、式（ＩＩＩ）のカルボジイミドであって、Ｒ＝－ＮＨＣＯＯ７基（ここ
で、Ｒ７は、アルコキシポリオキシアルキレンまたは、１８個の炭素原子を有する不飽和
アルキル基である）であり、ｎ＝０～２０、好ましくはｎ＝１～１０、特に好ましくはｎ
＝２～８、極めて特に好ましくはｎ＝３～６であるものである。
【００２３】
　式（ＩＩＩ）のこれら好ましいカルボジイミドのカルボジイミド含量は、好ましくは２
～８重量％、特に好ましくは３～６重量％、極めて特に好ましくは４～５重量％である。
【００２４】
　さらに、本発明における、特に式（ＩＩＩ）のカルボジイミドが、ＧＰＣ粘度法で測定
して、１０００～１００００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは２０００～８０００ｇ／ｍｏｌ、特
に好ましくは３０００～６０００ｇ／ｍｏｌの平均モル質量（Ｍｗ）を有しているのが好
ましい。
【００２５】
　本発明におけるカルボジイミドは、市場で入手することが可能な化合物である。しかし
ながら、たとえば欧州特許第１４１９１７１０．４号明細書に記載されているプロセスに
よって、それらを製造してもよい。
【００２６】
　本発明の文脈においては、成分ｂ）として使用されるエステルは、好ましくは、以下の
ものである：１，２－プロパンジオールおよび／または１，３－および／または１，４－
ブタンジオールおよび／またはジエチレングリコールおよび／またはジプロピレングリコ
ールおよび／またはポリプロピレングリコールおよび／またはグリセロールおよび／また
はペンタエリスリトールと、アジピン酸および／またはセバシン酸および／またはコハク
酸とのポリエステル、さらには、酢酸、および／またはＣ１０～Ｃ１８－脂肪酸、および
／または２－エチルヘキサノール、および／またはイソノナノールおよび／またはｎ－オ
クタノールおよび／またはｎ－デカノールで末端封止されたもの、ならびにさらには、ア
ジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）、アジピン酸ジイソノニル、アジピン酸エステル、フ
タル酸ジイソノニル、フタル酸ジプロピルヘプチル、１，２－シクロヘキサンジカルボン
酸ジイソノニル、１，２－シクロヘキサンジカルボン酸ジ（２－エチルヘキシル）、テト
ラ吉草酸ペンタエリスリトール、テレフタル酸ジ（２－エチルヘキシル）、三メリット酸
トリ（２－エチルヘキシル）、リン酸ジフェニルイソデシル、リン酸ジフェニル２－エチ
ルヘキシル、リン酸イソプロピルフェニルジフェニル、リン酸ｔｅｒｔ－ブチルフェニル
ジフェニル、ならびに（Ｃ１０～Ｃ２１）－アルカンスルホン酸フェニル。
【００２７】
　この場合においては、成分（ｂ）と（ａ）とを、重量部で（２００：１）から（１０：
１）まで、好ましくは重量部で（５０：１）から（２０：１）まで、特に好ましくは重量
部で（４０：１）から（３０：１）までの比率で使用するのが好ましい。
【００２８】
　本発明の文脈においては、使用されるポリ塩化ビニルまたはポリ酪酸ビニルｃ）は、好
ましくは、たとえばＩｎｏｖｙｎ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨから入手すること
が可能な、市販のポリマーである。本発明における組成物の中に存在させるポリ塩化ビニ
ルは、当業者に公知の方法、たとえば懸濁法、マイクロ懸濁法、エマルション法、または
バルク重合法に従って塩化ビニルをホモ重合させることによって調製するのが好ましい。
【００２９】
　本発明のさらなる好ましい実施形態においては、その組成物に添加剤ｄ）がさらに含ま
れる。
【００３０】
　ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラールｃ）、ポリマー性芳香族カルボジイミドａ
）、少なくとも１種または複数のエステルｂ）、および場合によってはさらなる添加剤ｄ
）が省略されている、この場合においては、これが、好ましくは、
２００重量部の１種または複数のエステルｂ）対１重量部のポリマー性芳香族カルボジイ
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ミドａ）から、
１０重量部の１種または複数のエステルｂ）対１重量部のポリマー性芳香族カルボジイミ
ドａ）までの範囲であり、そして
ポリマー性芳香族カルボジイミドａ）と１種または複数のエステル（可塑剤）ｂ）とを合
計したものが、１００重量部のポリ塩化ビニルあたり、１０～１００重量部の量に相当し
ている。
【００３１】
　さらに好ましい実施形態においては、そのポリ塩化ビニル含有組成物が、
好ましくは、４０重量部の１種または複数のエステルｂ）対１重量部のポリマー性芳香族
カルボジイミドａ）から、
３０重量部の１種または複数のエステルｂ）対１重量部のポリマー性芳香族カルボジイミ
ドａ）までの範囲で含み、ここで
ポリマー性芳香族カルボジイミドａ）と１種または複数のエステル（可塑剤）ｂ）とを合
計したものが、１００重量部のポリ塩化ビニルあたり、１０～１００重量部の量に相当し
ている。
【００３２】
　さらなる実施形態においては、本発明は、以下のものを含む組成物に関する：ａ）およ
びｂ）、ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラールｃ）、ならびに、ＰＶＣ安定剤、潤
滑剤、充填剤、顔料、難燃剤、光安定剤、発泡剤、ポリマー性加工助剤、耐衝撃性改良剤
、蛍光増白剤、および帯電防止剤、たとえば、（Ｃ１３～Ｃ１７）－アルキルスルホン酸
ナトリウム、およびグリセロールモノオレエートを含む群から選択される１種または複数
の添加剤ｄ）。
【００３３】
　この場合において好ましいのは、以下のものを含む組成物である：ａ）およびｂ）、ポ
リ塩化ビニルまたはポリビニルブチラールｃ）、ならびに、ＰＶＣ安定剤、潤滑剤、充填
剤、顔料、難燃剤、光安定剤、発泡剤、ポリマー性加工助剤、耐衝撃性改良剤、蛍光増白
剤、および帯電防止剤、たとえば、（Ｃ１３～Ｃ１７）－アルキルスルホン酸ナトリウム
、およびグリセロールモノオレエートを含む群から選択される１種または複数の添加剤ｄ
）。
【００３４】
　これらの添加剤ｄ）は、いかなる組み合わせで存在させてもよい。いくつかの好適な添
加剤については、以下においてもっと詳しく説明する。列記した例は、単に説明のための
ものであって、本発明におけるポリ塩化ビニル調製物に対していかなる限定も加えるもの
ではない。％の数字はすべて、ポリ塩化ビニル含有組成物の場合ならば全部のポリ塩化ビ
ニル調製物の重量に対するものであり、そうでない場合には、成分ａ）およびｂ）からな
る組成物の重量に対するものである。
【００３５】
　したがって、以下に記述する添加剤ｄ）、たとえば、好ましくは安定剤、潤滑剤、可塑
剤、充填剤、顔料、難燃剤、光安定剤、発泡剤、ポリマー性加工助剤、および／または耐
衝撃性改良剤は、ポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラールｃ）が存在しなくても、ａ
）およびｂ）と組み合わせて使用することができる。
【００３６】
　ＰＶＣ安定剤は、ポリ塩化ビニルの加工中および／または加工後に放出される塩酸を中
和する。ＰＶＣ安定剤として好適なのは、固体または液体の形状にあるすべての慣用され
るポリ塩化ビニル安定剤、たとえばエポキシ／亜鉛、Ｃａ／Ｚｎ、Ｂａ／Ｚｎ、Ｐｂ、ま
たはＳｎ安定剤、さらには金属を含まない安定剤、さらには酸結合性の層状ケイ酸塩たと
えばハイドロタルサイトである。本発明における組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有
組成物には、０～７％、好ましくは０．１～５％、特に好ましくは０．２～４％、特には
０．５～３％の安定剤を好ましくは含むことができる。
【００３７】
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　さらなる好ましい実施形態においては、潤滑剤が、ポリ塩化ビニル粒子相互の間で有効
な筈で、混合、可塑化および成形の際の摩擦力を弱める筈である。本発明におけるポリ塩
化ビニル含有組成物の中に存在させることができる潤滑剤としては、プラスチックスの加
工で慣用されているすべての潤滑剤が挙げられるが、たとえば以下のものである：好まし
くは炭化水素、特に好ましくはオイル類、パラフィン、およびＰＥワックス、６～２０個
の炭素原子を有する脂肪族アルコール、ケトン、カルボン酸、好ましくは脂肪酸またはモ
ンタン酸、酸化ＰＥワックス、カルボン酸の金属塩、カルボキサミド、およびカルボン酸
とアルコール、好ましくはエタノール、脂肪族アルコール、グリセロール、エタンジオー
ル、ペンタエリスリトールとのエステル、または酸成分としての長鎖カルボン酸。本発明
における組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有組成物には、０～１０％、好ましくは０
～５％、特に好ましくは０．１～３％、特には０．２～２％の潤滑剤を含んでいるのが好
ましい。
【００３８】
　さらなる好ましい実施形態においては、充填剤が、可塑化させたポリ塩化ビニルの耐圧
性、引張強度、および曲げ強度、さらには硬度および耐熱変形性に、特にプラスの影響を
与える。本発明における組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有組成物には、充填剤とし
て、以下のものを含むことができる：カーボンブラック、天然の炭酸カルシウム、たとえ
ば、チョーク、石灰石、および大理石、合成の炭酸カルシウム、ドロマイト、シリケート
、シリカ、砂、珪藻土、ケイ酸アルミニウムたとえばカオリン、雲母、および長石、その
他の無機充填剤および有機充填剤、たとえば、木粉、木材チップ、または木材繊維。使用
するのに好適な充填剤は、炭酸カルシウム、チョーク、ドロマイト、カオリン、シリケー
ト、タルク、またはカーボンブラックである。本発明における組成物、好ましくはポリ塩
化ビニル含有組成物には、０～８０％、好ましくは０．１～６０％、特に好ましくは０．
５～５０％、特には１～４０％の充填剤を含んでいるのが好ましい。
【００３９】
　本発明における組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有組成物にはさらに、各種可能な
用途に合わせて、得られる製品の色を合わせる目的で、顔料をさらに含んでいてもよい。
この目的のためには、無機顔料および有機顔料のいずれもが使用される。無機顔料、たと
えば、カドミウム顔料たとえばＣｄＳ、コバルト顔料たとえばＣｏＯ／Ａｌ２Ｏ３、およ
びクロム顔料たとえばＣｒ２Ｏ３を使用することが可能である。好適な有機顔料は、たと
えば、モノアゾ顔料、縮合アゾ顔料、アゾメチン顔料、アントラキノン顔料、キナクリド
ン、フタロシアニン顔料、ジオキサジン顔料、およびアニリン顔料である。本発明におけ
る組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有組成物には、０～１０％、好ましくは０．０５
～５％、特に好ましくは０．１～３％、特には０．５～２％の顔料を含むのが好ましい。
【００４０】
　燃焼性を抑制し、燃焼時の煙の発生を抑制する目的で、本発明における組成物、好まし
くはポリ塩化ビニル含有組成物には、難燃剤をさらに含んでいてもよい。使用される難燃
剤は、好ましくは以下のものである：三酸化アンチモン、リン酸エステル、クロロパラフ
ィン、水酸化アルミニウム、ホウ素化合物、亜鉛化合物、三酸化モリブデン、フェロセン
、炭酸カルシウム、または炭酸マグネシウム。本発明における組成物、好ましくはポリ塩
化ビニル含有組成物には、０～３０％、好ましくは０．１～２５％、特に好ましくは０．
２～２０％、特には０．５～１５％の難燃剤を含むのが好ましい。
【００４１】
　本発明におけるポリ塩化ビニル調製物から調製された物品を、光の影響による各種損傷
から保護する目的で、光安定剤を添加してもよい。この目的のためには、ヒドロキシベン
ゾフェノンまたはヒドロキシフェニルベンゾトリアゾールを使用するのが好ましい。本発
明における組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有組成物には、０～７％、好ましくは０
．１～５％、特に好ましくは０．２～４％、特には０．５～３％の光安定剤を含むのが好
ましい。
【００４２】
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　本発明における組成物、好ましくは、ポリ塩化ビニル含有組成物は、発泡剤を使用して
、フォームを製造するためにも使用することができる。この目的のためには、化学的また
は物理的発泡剤をこの組成物に添加するのが好ましい。好適な化学的発泡剤としては、こ
の目的のための、公知であるすべての物質が挙げられるが、好ましくは以下のものである
：アゾジカルボンアミド、ｐ－トルエンスルホニルヒドラジド、４，４’－オキシビス（
ベンゼンスルホヒドラジド）、ｐ－トルエンスルホニルセミカルバジド、５－フェニルテ
トラゾール、Ｎ，Ｎ’－ジニトロソペンタメチレンテトラアミン、炭酸亜鉛、または炭酸
水素ナトリウム、さらにはこれらの物質を含む混合物。好適な物理的発泡剤は、好ましく
は、二酸化炭素またはハロゲン化炭化水素である。本発明における組成物、好ましくはポ
リ塩化ビニル含有組成物には、０～２０％、好ましくは０．０５～１５％、特に好ましく
は０．１～１０％、特には０．７～３％の発泡剤を含むのが好ましい。
【００４３】
　本発明における組成物、好ましくはポリ塩化ビニル含有組成物にはさらに、たとえばポ
リマー性加工助剤または耐衝撃性改良剤として機能する、さらなるプラスチックスを含ん
でいてもよい。これらのさらなるプラスチックスは、エチレン、プロピレン、ブタジエン
、酢酸ビニル、アクリル酸グリシジル、メタクリル酸グリシジル、分岐状もしくは非分岐
状のＣ１～Ｃ１０アルコールのアルコール成分とのアクリル酸およびメタクリル酸エステ
ル、スチレン、またはアクリロニトリルをベースとするホモポリマーおよびコポリマーを
含む、一連のものから選択するのが好ましい。特に好ましいのは、以下のものである：Ｃ
４～Ｃ８アルコール、特にブタノール、ヘキサノール、オクタノールおよび２－エチルヘ
キサノールを含む群からの同一であるかまたは異なっているアルコール基とのポリアクリ
レート、ポリメタクリル酸メチル、メタクリル酸メチル－アクリル酸ブチルコポリマー、
メタクリル酸メチル－メタクリル酸ブチルコポリマー、エチレン－酢酸ビニルコポリマー
、塩素化ポリエチレン、ニトリルゴム、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリ
マー、エチレン－プロピレンコポリマー、エチレン－プロピレン－ジエンコポリマー、ス
チレン－アクリロニトリルコポリマー、アクリロニトリル－ブタジエンゴム、スチレン－
ブタジエンエラストマー、およびメタクリル酸メチル－スチレン－ブタジエンコポリマー
。
【００４４】
　特に可塑剤として使用した場合、本発明におけるａ）およびｂ）の組成物は、良好な性
能特性を有しており、特にそれらによって、可塑化された最終製品で、放出性が低い製品
を得ることが可能となる。可塑化されたプラスチックス、好ましくはポリ塩化ビニルｃ）
において本発明における組成物を使用すると、エステルｂ）の加水分解安定性が向上する
ために、より耐久性の高い製品を製造することが可能となる。
【００４５】
　本発明における組成物は、公知の方法で、成分ａ）およびｂ）ならびに少なくとも１種
のポリ塩化ビニルまたはポリビニルブチラールｃ）、および場合によっては少なくとも１
種の添加剤ｄ）を、混合装置中、好ましくは撹拌混合ユニット、希釈系、およびスタティ
ックミキサーの中で、これらの成分について特定された比率で、混合することによって製
造することができる。この場合において、本発明における組成物の成分ａ）およびｂ）を
最初に混合し、次いで成分ｃ）および場合によっては使用されるｄ）と混合することもで
きるし、あるいは、成分ａ）およびｂ）のいずれをも、別途に、成分ｃ）および場合によ
ってはｄ）に加えておき、次いでそれらを混合することも可能である。
【００４６】
　本発明におけるポリ塩化ビニル組成物は、ドライブレンド、または液状の混合物もしく
はペーストとして混合してもよいし、場合によっては、さらに加工して粒状物としてから
、さらに加工してもよい。
【００４７】
　そのような加工操作としては、押出法、射出成形法、スプレー法、カレンダー法、回転
成形法、浸漬法、スプレッド法、コーティング法、焼結法、およびキャスティング法など
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が挙げられるが、それらに限定される訳ではない。
【００４８】
　本発明はさらに、プラスチック、特にポリ塩化ビニルを製造するためのプロセスも提供
するが、それが特徴としているのは、以下の点である：少なくとも１種のプラスチック、
特にポリ塩化ビニルｃ）を、ａ）およびｂ）を含む本発明の組成物と、混合装置の中で混
合して、均質化させ、次いでその混合物を、成形、特に押出法、射出成形法、スプレー法
、カレンダー法、回転成形法、浸漬法、スプレッド法、コーティング法、焼結法、および
キャスティング法によって成形し、そのようにして成形された混合物を次いで加熱して、
好ましくは１５０～２２０℃の範囲の温度とする。
【００４９】
　本発明における組成物によって製造されるプラスチックス、特にポリ塩化ビニルｃ）も
また、本発明の主題である。
【００５０】
　これらの本発明におけるプラスチックス、特にポリ塩化ビニルからなるものは、さらに
加工することも可能である。このタイプの最終製品としては、具体的には、以下のものが
挙げられる：床板、カーペット、人工皮革、異形材、ワイヤおよびケーブルの外装、フィ
ルム、コーティングおよびコーティング組成物、ペイント、染料、インキ、接着剤、シー
ラント、ならびに接着剤、シーラント、および接着剤シーラントの構成成分。
【００５１】
　それらに加えて本発明はさらに、上述の最終製品を製造するための、本発明における組
成物の使用にも関する。
【００５２】
　本発明の範囲には、これまでおよびこれから後に参照されるすべての、基、指数、パラ
メーター、およびそれら相互の組み合わせの一般的または好ましい定義が包含される、す
なわちそれぞれの範囲および好ましい範囲の各種各様の組み合わせが含まれる。
【００５３】
　以下の実施例は、本発明を説明するためのものであるが、本発明を限定する効果を有す
るものではない。
【実施例】
【００５４】
加水分解安定性の測定：
　磁製皿の中で、１００ｇのポリ塩化ビニルｃ）（Ｖｉｎｎｏｌｉｔ（登録商標）Ｓ４１
７０、Ｖｉｎｎｏｌｉｔ　ＧｍｂＨ　＆　Ｃｏ．ＫＧ（Ｇｅｒｍａｎｙ））を、６０ｐｈ
ｒ（ＰＶＣ１００重量部あたりの重量部）の、アジピン酸と１，２－プロパンジオール／
ブタンジオールおよび２－エチルヘキサノールとのポリエステル（１０部のアジピン酸、
１０．６部のジオール（５．３部の１，２－プロパンジオールと５．３部の１，４－ブタ
ンジオールとからなる）、および１部のエチルヘキサノールとからなり、Ｍｗ＝約７５０
０ｇ／ｍｏｌの平均分子量、および２３℃で１２０００ｍＰａｓの粘度を有する）ｂ）、
ならびに２部のポリマー性芳香族カルボジイミドのＣＤＩ　１またはＣＤＩ　２（ここで
、ＣＤＩ　２は、式（ＩＩ）のカルボジイミドで、ｎ＝約４、そしてＲ１、Ｒ２、Ｒ３＝
それぞれ独立してメチルまたはエチル、その中でそれぞれのベンゼン環は１個だけのメチ
ル基を有し、Ｒ４＝－ＮＨＣＯＯＲ７（ここでＲ７＝シクロヘキシル）であり、そしてＣ
ＤＩ　１は、式（ＩＩＩ）のカルボジイミドで、ｎ＝約４、そしてＲ４＝－ＮＨＣＯＯＲ
７（ここでＲ７＝シクロヘキシル）、ならびに３ｐｈｒのＰＶＣ安定剤（カルボン酸Ｃａ
／Ｚｎ）のｄ）と、ロッドを用いて、液体の構成成分が粉体に十分に吸収されて、容器に
付着しなくなるまで、混合した。そのようにして得られた粉体混合物を、１６５℃のロー
ル温度の、２本ロールミルのロールギャップ（０．７ｍｍ）の中に少しずつフィードして
、均質化させ、ゲル化させた。ミルドシートが形成されたら、ロールギャップを拡げて１
ｍｍとした。ミルドシートに繰り返して衝撃を与えることにより、混合結果が改良された
。１０分間の混合・加工時間の後、ミルドシートを取り出した。小分け（ｐｏｒｔｉｏｎ
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を作製した。そのプレスの温度は１７０℃であり、プレス時間は合計して１０分間であっ
たが、その内の□分間は、１０ｂａｒ未満の圧力での加熱相であり、３分間は、１００ｂ
ａｒを超える高圧下でのプレス時間であった。加圧下に、最高で３０℃の冷却プレスの中
で冷却してから、試験片を脱型した。その試験フィルムを、０．０００１ｇの精度で秤量
した。その後で、試験フィルムを、水によって飽和湿度とした雰囲気中、７０℃のオーブ
ンの中で、１４日間貯蔵した。試験フィルムを取り出してから、それらに付着している可
能性がある湿分や液滴を除き、２０℃、湿度４０％の条件に２日間置いた後で、秤量した
。
【００５５】
　オーブン貯蔵の前および後に、それぞれのタイプのフィルムからＳ４バーを打ち抜き、
そして、貯蔵前後での引張試験（Ａｍｅｔｅｋ　Ｌｌｏｙｄ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ、
シュレッディングマシン　ＬＲＳＫｐｌｕｓ、引張速度；２００ｍｍ／ｍｉｎ）で、１０
０％歪みを測定し、貯蔵しなかったフィルムの出発時の値からの差のパーセントとして評
価した。
【００５６】
可塑化効果
　本発明における組成物の可塑化効果を求めるために、表１に記載の組成の、ポリ塩化ビ
ニル化合物のミルドシートを作製した。ミルドシートから、直径３５ｍｍの試験片をプレ
ス加工し、それについて、デジタル式ショアー硬度試験器（Ｚｗｉｃｋ　ＧｍｂＨ　＆　
Ｃｏ．ＫＧ（Ｕｌｍ））の手段によって、ショアー硬度を測定した。この試験の結果（そ
れぞれ、５回の測定の平均値）を表２に示す。
【００５７】
【表１】

【００５８】
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【表２】

【００５９】
可塑化効果の評価
　各種の可塑剤を同一の量で使用したときの可塑化効果は、硬度測定の手段によって比較
することができる。表１の測定結果が示しているように、本発明における組成物を用いて
ポリ塩化ビニルの化合物を調製することが可能であり、それらの硬度のレベルは、比較例
（例Ｃ１）の中にカルボジイミドのＣＤＩ　１およびＣＤＩ　２を混ぜ込んでも（実施例
Ｂ１およびＢ２）、悪影響を受けることはない。
【００６０】
重量、および１００％歪みでの応力の変化
　成分ａ）を添加することによって（実施例Ｂ１およびＢ２）、湿分によってもたらされ
るエステル（可塑剤）ｂ）の分解ならびにそれに伴う重量減少は、芳香族ポリマー性カル
ボジイミドを含まない例Ｃ１に比較して、抑制され、そして１００％歪みにおける応力の
増大に関する変化も少なくなる。
【００６１】
評価
　したがって、本発明における組成物が、所望の可塑化性能を有し、ポリマー性芳香族カ
ルボジイミドによって、特にＰＶＣにおいては、エステルの加水分解のされやすさが、効
果的に防止されることが示された（表２を参照されたい）。
【００６２】
相溶性の検討：
　この目的のために、試験対象の可塑剤含有ＰＶＣの粉体混合物を、２本ローラーミルで
均質化およびゲル化をさせてから、プレス加工して滑らかな試験フィルムを形成させ、加
熱湿潤貯蔵下での質量損失を測定した。
【００６３】
　磁製皿の中で、１００ｇのポリ塩化ビニル（Ｓ－ＰＶＣ、Ｋ７０）を、１００ｐｈｒ（
ＰＶＣ１００重量部あたりの重量部）の可塑剤、３ｐｈｒの、ＰＶＣ安定剤としてのカル
ボン酸Ｃａ／Ｚｎ、および場合によっては２ｐｈｒのＣＤＩ　２と、ロッドを用いて、液
体の構成成分が粉体に十分に吸収されて、容器に付着しなくなるまで、混合した。そのよ
うにして得られた粉体混合物を、１６５℃のロール温度の、２本ローラーミルのロールギ
ャップ（０．７ｍｍ）の中に少しずつフィードして、均質化させ、ゲル化させた。ミルド
シートが形成されたら、ロールギャップを拡げて１ｍｍとした。ミルドシートに繰り返し
て衝撃を与えることにより、混合結果が改良された。１０分間の混合および加工時間の後
、ミルドシートを取り出した。小分けしてから、プレス加工により厚み１ｍｍの試験フィ
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ルムを作製した。そのプレスの温度は１７０℃であり、プレス時間は合計して１０分間で
あったが、その内の７分間は、１０ｂａｒ未満の圧力での加熱相であり、３分間は、１０
０ｂａｒを超える高圧下でのプレス時間であった。加圧下に、最高で３０℃の冷却プレス
の中で冷却してから、試験片を脱型し、２００ｍｍ×１００ｍｍの寸法のプレートを切り
出した。その試験フィルムを、０．０００１ｇの精度で秤量した。それらのフィルムを、
密閉度の高いガラス容器の中にぶら下げて、水の上で７０℃にて２８日間貯蔵した。２８
日後に、それらのフィルムをガラス容器から取り出し、空気中に自由状態で１時間ぶら下
げておいて、環境順応（ｃｌｉｍａｔｉｚｅ）させた。次いで、メタノールを用いてそれ
らのフィルムの表面を清浄化した。次いで、それらのフィルムを、強制対流型の乾燥キャ
ビネットの中、自由状態で、７０℃、１６時間ぶら下げて、乾燥させた。乾燥キャビネッ
トから取り出してから、自由状態で１時間ぶら下げておいて、フィルムを環境順応させ、
次いで秤量した。それらの試験フィルムの、重量損失のパーセントが、より低かったこと
は、本発明のカルボジイミドのＣＤＩ　２によって、揮発性がより低く、放出物がより少
なく、可塑剤のブリード抵抗性および安定化効果が良好となった証拠である。
【００６４】
　カルボジイミドを含まない比較実験１、３および５（表３参照）は、ポリマー性アジピ
ン酸ポリエステルを高い比率で含む試験片では高い重量損失を示し、そして、モノマー性
のアジピン酸エステル、この場合ではアジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）の添加の程度
に応じて、重量損失が低下していくことを示している。
【００６５】
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【表３】

【００６６】
　例２、４および６における本発明による混合物（表３）は、例１、３および５と直接比
較すると、驚くべきことには、加熱湿潤状態で貯蔵したときに、重量低下がより少ない、
すなわち、加水分解、放出、および揮発に対する抵抗性が高いことを示している。
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